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出願書類
 ・様式1　一般選抜［前期日程］自己アピール用紙

個人情報の取扱いについて

出願時に提出いただいた個人情報は、入試実施、合格発表、入学手続、入学者選抜の調査・研究及びこ
れらに付随する業務のために利用します。
なお、入学者のみ、入学後の教務関係（学籍、修学指導等）、学生支援関係（健康管理、授業料等減免・
奨学金申請、保護者会等）、学費収納関係の業務のために利用します。
また、各種業務の利用の際、一部の業務を外部委託することがあります。この場合、受託者には個人情
報の保護を義務づけます。

2025 年度  
長岡造形大学　
一般選抜
［前期日程］［中期日程］
学生募集要項
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建学の理念
造形を通して真の人間的豊かさを探求し、これを社会に還元することのできる創造力を備えた人材を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
長岡造形大学造形学部は、造形を通して真の人間的豊かさを探求し、これを社会に還元することのできる創造力を
備えた人材を養成します。この実現のために、次の能力を身に付け、学則に定める卒業要件を満たした者に、卒業
を認定し、学士（造形）の学位を授与します。

	・ものごとの本質を捉え、創造するための「観る力」
	・思いをかたちにするための「つくる力」
	・思いを共有し、協働するための「聴く力」と「伝える力」
	・変化や多様性に対応できる知識・技能をそなえた「専門力」
	・人、社会、自然及び倫理観を支える幅広い「普遍的な教養」

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
長岡造形大学造形学部では、卒業認定・学位授与の方針に示す能力を身に付けるため、教養科目及び学部共通・学
科共通・卒業研究に区分する専門教育科目を体系的に編成し、以下のとおりカリキュラムを実施します。

	・初年次は、観る力とつくる力を支える「造形・表現としてのデザイン」と「問題発見・解決プロセスとして
のデザイン」を基礎から修得する授業科目を実施します。あわせて、人間形成及びデザインの学修に必要な
知識を広げ、素養を高めるための教養科目を実施します。
	・ 2年次は、1年次後期から引き続き、前期に専門分野に関する知識・技術を幅広く修得し、軸足となる専門性
を見い出す授業科目を実施します。後期は、それを基に能動的な学修を通して専門性を高める授業科目を実
施します。
また2年次からは、表現を通して適切に伝える力を実習・演習にて身に付けるとともに、コミュニケーション
能力を養いながら地域と協働し課題の解決を目指すプロジェクトや社会・企業等で実務に取り組む地域・社
会連携系の授業科目を実施します。
	・ 3年次は、実践的な授業を通して、専門的技能を高めるとともに、自らが設定する課題に対し、その達成に向
けて応用的に取り組む授業科目を実施します。
	・ 4年次は、これまで修得した知識及び専門的技能を統合し、広い視点から専門性を探究するとともに、豊かな
創造性を発揮し取り組む卒業研究を実施します。 
	・各授業科目は、シラバスに記載する達成目標の達成度に従い、厳正な成績評価を実施します。

入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）

長岡造形大学造形学部では、建学の理念、卒業認定・学位授与の方針及び教育課程編成・実施の方針を理解した者
で、次の資質・能力及び意欲を持つ人物を広く求め、入学者選抜により受け入れをします。

	・造形に対して強い好奇心を抱いていること
	・社会の多様な姿に向き合い、主体的に創造しようとする強い気持ちを持っていること
	・基本的な学力や表現力を備えていること
	・教育課程にて将来に向けた能力を身に付け、やり遂げる意欲を持っていること

建学の理念について
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一般選抜で求める人物像
本学のアドミッション・ポリシーを理解し、目的意識を持って本学入学を強く希望する者で、学力、発想力、表現
力、描写力、構想力に秀でた能力を有する人物。

1．募集人員

学部 学科 前期日程人数（注） 中期日程人数

造形学部

デザイン学科 65 20

美術・工芸学科 13 4

建築・環境デザイン学科 22 6

計 100 30

※一般選抜の募集人員には下記の優先枠があります（学科不問）
• 長岡地域定住自立圏（長岡市、小千谷市、見附市、出雲崎町）内高等学校在籍（卒業）者または長岡地域定住自立圏在住者

    ...................................【前期日程】4人　【中期日程】2人
（注）選択区分（選択A・選択B）別定員設定はありません。

2．出願資格
次のいずれかに該当し、かつ令和 7年度大学入学共通テストで本学が指定した教科・科目を受験した者
（1） 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者及び 2025年 3月卒業見込みの者
（2） 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者及び 2025年 3月修了見込みの者
（3） 外国において、学校教育における 12年の課程を修了した者及び 2025年 3月 31日までに修了見込みの者

又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
（4） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した

者及び 2025年 3月 31日までに修了見込みの者
（5） 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及び 2025年 3月 31
日までに修了見込みの者

（6） 文部科学大臣の指定した者
（7） 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17年文部科学省令第 1号）による高等学校卒業程度認定試験に合格し

た者（旧大学入学資格検定に合格した者を含む。）及び 2025年 3月 31日までに合格見込みの者で、2025
年 3月 31日までに 18歳に達する者

（8） 学校教育法第 90条第 2項の規定により大学に入学した者であって、当該者をその後に本学において、大学に
おける教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

（9） 本学において、個別の入学審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、2025
年 3月 31日までに 18歳に達するもの

3．出願日程

日程
出願登録期間

（インターネットのみ）
検定料支払期限 出願期間

前期
日程 2025年 1月 24日（金）から

2月 5日（水）13:00まで

出願登録翌日の 23時 59分まで

※出願期間最終日及び最終日前日
に出願登録した場合は、出願期
間最終日の 15:00まで 

2025年 1月 27日（月）から
2月 5日（水）17:00まで中期

日程

※出願書類は出願期間最終日 17:00 本学入試広報課必着（出願書類に不備のある場合は受理されません）
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4．出願手続
（１）インターネット出願
出願は「インターネット出願」のみです（紙冊子の願書はありません）。
出願の流れは以下のとおりです。

必要な書類の準備 アカウント作成・出願登録 入学検定料支払い 出願書類の郵送

出願は、出願登録と入学検定料の支払いのみでは完了しません。必ず、出願期間内に、出願書類一式を本学入試広
報課まで郵送（簡易書留・速達）してください。

※インターネット出願の詳細については、本学 HP「入試情報」内の「インターネット出願について」をご覧ください。
上記 HP内に、出願方法の詳細が確認できる「インターネット出願ガイド」、アカウント作成・出願登録を行う「インターネット出願登録サイト」
を掲載しています。

（２）出願書類等
ア　事前に準備するもの

①自己アピール用紙
［前期日程のみ］

 □本要項巻末の用紙（様式 1）を使用してください（白色、無地の紙を使うこと）。
 □自己アピール内容を 1枚にまとめ、氏名等を記入してください。
 □用紙の枠内のみを自由に使用してください。裏面は使用できません。
 □写真等を貼っても構いませんが、その場合は重ねて貼ったり、貼ったものを折ったりしな
いでください。
 □作品をそのまま貼りつけることはせず、写真等撮影したものを貼りつけてください。
 □上記ルールを守らないものは、規定違反とし、自己アピール用紙の提出が無かったもの
とみなします。枚数の制限を超えたものは 0点とします。

②調査書

□出身学校長が作成し、厳封したものを提出してください（直近学期の成績が反映されたもの）。
 □高等学校卒業程度認定試験合格者（大学入学資格検定合格者含む）は、合格成績証明書
を提出してください。
 □高等学校卒業程度認定試験合格見込者は合格見込成績証明書を提出してください。

※卒業後 5年を経過し、調査書が発行できない場合は、卒業証明書及び成績証明書を提出してください。成績
証明書も発行できない場合は、その旨を証明する書類を高校から発行してもらい、提出してください。
※既卒生の場合は 2024年 4月 1日以降に発行されたもの。
※前期日程と中期日程を併願する場合は、調査書をそれぞれ提出してください。

③写真 1 枚

 □出願以前 3ヶ月以内に撮影した正面上半身脱帽の写真（タテ 4cm ×ヨコ 3cm。裏面に
氏名を記入）を用意してください（前期日程と中期日程を併願する場合は、写真を 2枚
用意してください）。

※この写真を「web志願票（インターネット出願登録・入学検定料支払い後、出願登録サイトからダウンロー
ド・印刷する）」の写真貼付欄に貼り付けてください。

④令和 7年度大学入学
共通テスト成績請求票

 □大学入試センターから交付された令和 7年度大学入学共通テスト成績請求票のうち、前
期日程志願者は「国公立前期日程用」、中期日程志願者は「公立大学中期日程用」を用意
してください。

※この成績請求票を「web志願票［前期日程］または［中期日程］」の成績請求票貼付欄に貼り付けてください。

⑤出願用封筒
（角 2サイズ）

 □ A4サイズが入る市販の角 2封筒を用意してください（前期日程と中期日程を併願する
場合は、封筒を 2枚用意してください）。

※この封筒に出願書類一式を同封し、「封筒貼付用宛名シート（インターネット出願登録・入学検定料支払い後、
出願登録サイトからダウンロード・印刷する）」を貼り付け、出願期間内に本学まで郵送してください。
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イ　入学検定料支払い後に、インターネット出願登録サイトからダウンロードして印刷するもの

① web志願票

 □印刷（A4）し、他の出願書類とともに大学に郵送してください。
 □写真貼付欄には、事前に準備した写真を貼付してください。
 □成績請求票貼付欄には、事前に準備した成績請求票を貼付してください（前期日程と中期
日程を間違えないよう注意すること）。

②封筒貼付用宛名シート  □印刷（A4、カラー推奨）し、各自が準備する出願用封筒（角２サイズ）に貼り付けてください。

（３）入学検定料

入学検定料 支払い方法 支払い手数料

17,000円
•	クレジットカード
•	コンビニ払い
•	ペイジー

600円
※支払方法に関わらず、別途、支払い手数料 600円
（税込）が必要です。

出願登録後、選択した支払方法により入学検定料の支払手続きを行ってください。検定料支払期限は、P.4「3.出
願日程」を確認してください。
なお、クレジットカードによる支払いの場合は、出願登録完了と同時に決済（入学検定料の支払）完了となります
ので、出願登録後の支払手続きは不要です。

［入学検定料の返還］
一旦納入された入学検定料は以下①～④の場合を除き返還しません。
① 入学検定料を払い込んだが本学に出願しなかった場合
② 入学検定料を誤って二重に払い込んだ場合
③ 出願書類、出願要件に不備があり、出願を受理されなかった場合
④ 出願書類受付後に大学入学共通テスト受験科目の不足等により出願資格がないことが判明した場合

①～③の場合は入学検定料 17,000円から、④の場合は 13,000円から返還にかかる振込手数料を差し引い
て返還します（支払い手数料は返還しません）。返還を希望する場合は 2025年 2月 12日（水）までに本学入
試広報課に問い合わせてください。期日を過ぎてからの返還請求には応じません。

（４）web志願票の印刷、出願書類の郵送
入学検定料の支払い後、インターネット出願登録サイトから「web志願票」及び「封筒貼付用宛名シート」をダ
ウンロードし、A4サイズで印刷してください。
出願書類一式を出願用封筒（市販の角 2サイズ）に同封し、封筒貼付用宛名シートを貼り付け、本学まで郵送（簡
易書留・速達）してください（前期日程と中期日程を併願する場合は、それぞれの封筒で別々に郵送すること）。
本学入試広報課に持参しても構いません（窓口受付時間：9:00 から 17:00 まで。土曜日・日曜日・祝日の受
付は行いません）。
※出願書類は出願期間最終日 17:00 必着（出願書類に不備のある場合は受理されません）

（５）受験票
出願受理後、試験日の 2週間前を目途に、本学から「受験票ダウンロードメール」を登録のメールアドレスに送
信します。メールが届いたら、インターネット出願登録サイトから受験票をダウンロードし、印刷（A4サイズ）
の上、試験当日に必ず持参してください。
試験日の 10日前までに、「受験票ダウンロードメール」が届かない場合は、入試広報課まで連絡してください。
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5．出願についての諸注意
•	インターネット出願登録サイトからの登録だけでは、出願手続きは完了しません。入学検定料を支払った上で、
出願期間内に必要書類を簡易書留・速達で本学に送付する必要があります。
•	インターネット出願登録に際し、志願者情報の入力・確認画面において、入力した内容（特に住所、電話番号、
生年月日）に誤りがないか、十分に確認してください。
•	入学検定料支払い後の変更は認めません。ただし、氏名、住所、電話番号に変更があった場合は、直ちに入試広
報課まで連絡してください。
•	入学を許可した後であっても、出願書類の記載と相違する事実が発見された場合には、入学を取り消すことがあ
ります。
•	一度受理した出願書類は返還しません。
•	国公立大学の学校推薦型選抜または総合型選抜の合格者は、当該大学の入学辞退の許可を得た場合を除き、他の
国公立大学を受験しても合格者にはなりません（重複して入学手続を行った事実が判明した場合は、入学許可を
取り消されることがあります）。
•	同一日程グループ内に属する複数の大学・学部に出願することはできません。
•	本学の前期日程と中期日程の併願は可能です。
•	国公立大学の前期日程の試験に合格し、3月 15日（土）までに入学手続を行った者は、公立大学中期日程の試
験を受験しても、合格者とはなりません。
•	身体等に障がいのある志願者で、受験及び修学上特別な配慮を必要とする者は、出願前に十分時間に余裕を持っ
て本学入試広報課に連絡してください。
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6．試験日程・選抜方法等
［前期日程］

前
期
日
程

試験日
デザイン学科
美術・工芸学科
建築・環境デザイン学科

2025年 2月 25日（火） 

試験会場 長岡造形大学（P.19「16.試験会場案内」参照）

選抜方法 令和 7年度大学入学共通テスト、個別試験、出願書類を総合して合否を判定します。

集合時刻

選択 A

9:20 試験時間

選択 A 平面構成または鉛筆描写
9:40～ 12:40（180分）

選択 B 選択 B 提案書（文章と図・絵による）
9:40～ 11:10（90分）

合格発表日 2025年 3月 3日（月） 

［中期日程］

中
期
日
程

試験日

美術・工芸学科
建築・環境デザイン学科 2025年 3月 8日（土） 

デザイン学科 2025年 3月 9日（日） 

試験会場 長岡造形大学（P.19「16.試験会場案内」参照）

選抜方法 令和 7年度大学入学共通テスト、面接、学科別試験を総合して合否を判定します。

集合時刻

美術・工芸学科 3月 8日（土） 9:30

建築・環境デザイン学科
3月 8日（土） 9:30または 13:30
大学が指定する時刻を受験票で通知します。
志願者は選択できません。

デザイン学科
3月 9日（日） 9:30または 13:30
大学が指定する時刻を受験票で通知します。
志願者は選択できません。

試験時間

美術・工芸学科
デッサンまたは立体造形（粘土）9:45～ 12:45（180分）
面接　午後～（15分程度）
※昼食は各自で用意してください

建築・環境デザイン学科
面接（15分程度）

デザイン学科

合格発表日 2025年 3月 20日（木） 

※大学入学共通テスト科目については P.9「7.一般選抜 科目選択・配点表」、P.10「8. 旧教育課程履修者等に対する経過措置」、
個別試験の出題内容・持参用具については、P.11「9.出願書類・試験科目インフォメーション」を参照してください。
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日
程

大学入学共通テストの利用教科・科目 個別試験
出願書類 合計

教科 科目 配点 得点換算、条件等 科目 配点

前
期
日
程

選
択
Ａ

国語 「国語」
出願時に
2科目を
選択する
ただし、
数学から
は1科目
のみ

1科目
100点
合計
200点

100点
（200点満点を100点満点に換算する）

「平面構成」
「鉛筆描写」
から１科目
を出願時に
選択

300
点

調査書（注1）
10点

自己アピール用紙
10点

520
点

外国語
「英語」
リーディング、リスニング
全て

リーディング50点
（100点満点を50点満点に換算する）
リスニング50点
（100点満点を50点満点に換算する）

数学
「数学Ⅰ,数学A」または
「数学Ⅱ,数学B,数学C」の
どちらか1科目

100点

選
択
Ｂ

国語 「国語」 必須
1科目
100点
合計
200点

100点
（200点満点を100点満点に換算する）

「提案書」
（文章と図・絵
による）

100
点

調査書（注1）
10点

自己アピール用紙
10点

520
点

外国語
「英語」
リーディング、リスニング
全て

リーディング50点
（100点満点を50点満点に換算する）
リスニング50点
（100点満点を50点満点に換算する）

地理歴史
「地理総合,地理探究」
「歴史総合,日本史探究」
「歴史総合,世界史探究」
「公共,倫理」
「公共,政治・経済」
「地理総合 /歴史総合 /公共」 得点上位

2科目を
大学が選
択する
200点

100点
第1解答科目に限る

公民

数学
① 「数学Ⅰ,数学A」 100点
② 「数学Ⅱ,数学B,数学C」 100点

理科

「物理基礎 /化学基礎 /
生物基礎 /地学基礎」
「物理」「化学」
「生物」「地学」

100点
第1解答科目に限る

情報 「情報Ⅰ」 100点

中
期
日
程

全
学
科
共
通
必
須
科
目

国語 「国語」
全学科
必須
1科目
100点
合計
200点

100点
（200点満点を100点満点に換算する）

「面接」 200
点

＿
500
点

外国語
「英語」
リーディング、リスニング
全て

リーディング50点
（100点満点を50点満点に換算する）
リスニング50点
（100点満点を50点満点に換算する）

+

学
科
別
試
験

学科 大学入学共通テスト 個別試験

デザイン
学科

得点上位1科目を
大学が選択する（注2）

100点 地理歴史、公民及び理科につ
いては第１解答科目に限る

＿ ＿

美術・工芸
学科

＿ ＿ ＿

「デッサン」
「立体造形」（粘土）
から1科目を
出願時に選択

100
点

建築・環境
デザイン
学科

数学
「数学Ⅰ,数学A」
「数学Ⅱ,数学B,数学C」
から1科目を出願時に選択

100点 100点 ＿ ＿

（注1）調査書が発行されない受験生においては、自己アピール用紙を 20点とします。
（注2）前期日程 選択Bの科目のうち＊を付した枠内の科目に限る。

＊

＊

＊

＊

＊

・大学入学共通テストで本学が利用する教科・科目を受験していない場合は、本学を受験できません

7．一般選抜　科目選択・配点表
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8. 旧教育課程履修者等に対する経過措置
大学入学共通テスト利用教科・科目に関する「旧教育課程履修者等 (※１)」に対する経過措置については、以下の
とおりです。

• 新・旧教育課程による出題教科・科目の対応は下表のとおりとします。各入試区分・学科単位で受験が必要とな
る教科、科目、条件は、「一般選抜　科目選択・配点表」に準じます。

• 旧教育課程履修者等は、下表の「新教育課程による出題科目」に代えて「旧教育課程による出題科目」を選択す
ることができます。国語、理科、外国語については、旧教育課程による出題科目はありません。

• 「新教育課程履修者 (※１)」は、旧教育課程による出題科目を選択することはできません。

2025年度一般選抜における大学入学共通テスト利用教科・科目　新・旧教育課程対応表

教科 新教育課程による出題科目 旧教育課程による出題科目

国語 「国語」 なし

地理歴史
「地理総合，地理探究」
「歴史総合，日本史探究」
「歴史総合，世界史探究」
「公共，倫理」「公共，政治・経済」
「地理総合／歴史総合／公共」

「旧世界史Ａ」「旧世界史Ｂ」
「旧日本史Ａ」「旧日本史Ｂ」
「旧地理Ａ」「旧地理Ｂ」
「旧現代社会」「旧倫理」
「旧政治・経済」
「旧倫理，旧政治・経済」

公民

数学
① 「数学Ⅰ，数学Ａ」 「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」

② 「数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ」 「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」

理科
「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」
「物理」「化学」「生物」「地学」

なし

外国語 「英語」 なし

情報 「情報Ⅰ」 「旧情報」

※1　新教育課程履修者と旧教育課程履修者等の定義

新教育課程履修者

①高等学校（特別支援学校の高等部を含む。以下同じ。）に令和4年4月に入学し、平成
30年告示学習指導要領に基づく教育課程の下で学び、令和7年3月に卒業見込みの者

②中等教育学校の後期課程に令和4年4月に進級し、平成30年告示学習指導要領に基づ
く教育課程の下で学び、令和7年3月卒業見込みの者

旧教育課程履修者等

上記以外の者
＊高等学校等卒業者、高等学校卒業程度認定試験合格者又は合格見込者、大学入学資格
検定合格者、高等専門学校第3学年修了者又は修了見込者、高等専修学校（文部科学
大臣に指定された高等専修学校に限る。）修了者又は修了見込み者、外国の学校等修
了者又は修了見込者、在外教育施設修了者又は修了見込者、及び高等学校等を令和7
年3月卒業見込みであるが、入学は令和4年3月以前の者など上記に該当しない者
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9．出願書類・試験科目インフォメーション

前
期
日
程

自己アピール用紙
（出願書類）

評価のポイント 本学入学に向け、具体的な努力を行っており、それが示されているか
言語表現だけでなく、写真・図・絵等を効果的に配置し視覚的に表現でき
ているか

選
択
A

平面構成

出 題 範 囲 平面構成
試 験 時 間 180分
出 題 趣 旨 平面を構成する造形力及び、色彩感覚の能力を見る。
出 題 内 容 テーマに基づき、支給されるイラストレーションボードに平面構成を行う。
評価のポイント テーマに対しての独自の発想力。テーマに即した色彩表現。対比・調和・

動きなどを含む画面構成力。
志願者が持参するもの
（記載のないものは使用不可）

不透明水彩絵の具、筆（平筆、丸筆、面相筆など）、絵の具皿またはパレット、
筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム）、鉛筆削り用具（カッター
等）、コンパス、三角定規（1組）、直定規（60cm程度が望ましい）、筆洗
いバケツ、雑巾、時計（注）　※水差し持参可

大学で用意するもの ケント紙イラストレーションボード、草案用紙等

鉛筆描写

出 題 範 囲 鉛筆デッサン
試 験 時 間 180分
出 題 趣 旨 発想力、描写力、画面構成力を見る。
出 題 内 容 設問に従って画用紙ボードに描写する。
評価のポイント コンポジション・バランス・スペースなどを意識した画面構成力。モチー

フ各々のプロポーション把握力。質感表現力。
志願者が持参するもの
（記載のないものは使用不可）

鉛筆（黒各種）、消し具（消しゴム、練り消しゴム）、鉛筆削り用具（カッ
ター等）、ティッシュペーパー、時計（注）　※羽根ぼうき、ブラシ持参可

大学で用意するもの 画用紙ボード、草案用紙等

選
択
B

提案書
（文章と図・絵
による）

試 験 時 間 90分
出 題 趣 旨 理解力、発想力、構想力及び表現力を見る。
出 題 内 容 設問に従って、指定された範囲で文章と図・絵により提案する。
評価のポイント 出題意図を正しく理解できているか。論理的な思考ができているか。発想力、

表現力、提案力が優れているか。
志願者が持参するもの
（記載のないものは使用不可）

筆記用具（Bの鉛筆・シャープペンシル、消しゴム）、直定規、時計（注）

中
期
日
程

必
須
科
目

面接

試 験 時 間 15分程度
面 接 方 式 個別面接（志願者 1人に対し、面接官複数人）
評価のポイント 一般選抜の求める人物像に合致しているか評価するとともに、本学への志望動

機、志望する分野への理解度及びコミュニケーション能力を見る。
そ の 他 自己アピール等に必要な場合は作品を持参してください。（P.12「9.面

接（中期日程）時に作品を持参する場合の注意事項」参照）

美
術
・
工
芸
学
科
 
選
択
科
目

デッサン

試 験 時 間 180分
出 題 趣 旨 描写力と構成力をもとに作品を構築する基本的な力と、作品を表現するた

めの総合的な力を見る。
出 題 内 容 与えられた条件での鉛筆、木炭によるデッサン。
評価のポイント 画面全体を考慮しながら対象を捉え、制作の意図と意思を的確に画面に展

開できているか。
志願者が持参するもの デッサン用具一式（鉛筆、木炭、消し具等描画用紙に適したもの）、エスキー

ス用スケッチブックまたはクロッキー帳等、筆記用具（鉛筆またはシャー
プペンシル、消しゴム）、時計（注）　※鉛筆、木炭以外の材料は使用できな
いが併用は可

大学で用意するもの 画用紙、木炭紙、木製パネル、カルトン、イーゼル、描画用紙を固定する
クリップ等、（モチーフ〈設問による〉）

立体造形
（粘土）

試 験 時 間 180分
出 題 趣 旨 立体感覚、造形力を見る。
出 題 内 容 設問に従って粘土板上に表現する。
評価のポイント 空間を意識し、構成表現されているか。モチーフやテーマが的確に表現さ

れているか。意思・意図が明確に表されているか。
志願者が持参するもの 筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム）、時計（注）
大学で用意するもの 粘土、粘土板、粘土ベラセット、草案用紙等、（モチーフ〈設問による〉）

（注）時計については、携帯電話及び計算・辞書・通信・撮影・翻訳等の機能があるものや、それらの機能の有無が判別し
づらいもの・秒針音のするもの・キッチンタイマー・大型のものは不可
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10．面接（中期日程）時に作品を持参する場合の注意事項（※前期日程は持参作品を提示する機会はありません）
以下の条件を遵守してください。条件を守らない場合、入学試験の運営に支障をきたす可能性がありますので、作
品の学内への持ち込みをお断りすることがあります。
•志願者単独で、台車等の用具を使わずに持ち運びができること
•階段で上階まで独力で持ち運べること（エレベータは使用できません）
•作品の運搬で歩行に制約がでないこと
•梱包等の開梱に時間を要しないこと
•面接時間内に独力で提示できること（用具の貸し出しは行いません）
•大学の施設を破損または汚損しないこと
•容易に破損するような脆弱な作品でないこと（作品が破損した場合でも大学は責任を負いません）
※作品は面接控室で鞄等から取り出し、作品のみを面接室に持参する。
映像作品等は、パソコン、タブレット等を持参して構いません。ただし、面接室内でのパソコン等の操作時間も
面接時間に含まれるので、直ちに作品を提示できるようにしてください。なお、電源等、器具の貸し出しは行い
ません。

11．受験についての諸注意
1. 試験当日は受験票を持参してください。試験当日忘れた場合は、係員に申し出てください。
2. 試験室へは集合時刻までに入室してください。
3. 集合時刻から 20 分以上遅刻した場合、受験を認めません。ただし、試験当日交通機関の事故、災害等やむを
得ない事情により、集合時刻に到着できない場合には、直ちに本学入試広報課に電話連絡を行い、指示を受け
てください。

4. 試験時間中の退室は認めません。
5. 昼食が必要な者は各自用意してください（昼食の空容器等は各自で持ち帰ること）。
6. 事前に下見のための試験会場の立ち入りはできません。
7. 試験当日、付添者の控室はありません。また、校舎内への付添者の立ち入りもできません。
8. 入学試験のために宿泊が必要な場合は、志願者自身で手配してください。
9. 入学試験の作品・解答等の所有権、著作権は本学に帰属し、返却は行いません。また、当該作品・解答等は、
本学発行資料及び大学 Web サイト等への掲載並びに進学相談会等での展示を行うことがあります。

〔不正行為について〕
1. 次のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合は、直ちに退室を命じ、失格（不合格）となります。
また、警察に被害届を提出する場合があります。
(a) 志願票、受験票、解答用紙へ故意に虚偽の記入（受験票に本人以外の写真を使用することや解答用紙に本

人以外の受験番号を記入するなど。）をすること。
(b) カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること、他の人から答えを教わるこ

となど。）をすること。
(c) 他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをすること。
(d) 問題用紙、解答用紙を試験室から持ち出すこと。
(e) 「解答はじめ。」の指示の前に、問題用紙を開いたり解答を始めること。
(f) 試験時間中に、スマートフォンや携帯電話、ウェアラブル端末、ICレコーダー等の電子機器類を使用する

こと。
(g) 試験時間中に、持ち込みを許可されたもの以外の道具を使用すること。
(h) 「解答やめ。」の指示に従わず、解答を続けること。



2025年度  長岡造形大学 一般選抜 13

2. 上記 1以外にも、次のことをすると不正行為となることがあります。指示等に従わず、不正行為と認定された
場合の取扱いは、上記１と同様です。
(a) 試験時間中に、持ち込みを許可されたもの以外の道具及びスマートフォンや携帯電話、ウェアラブル端末、

ICレコーダー等の電子機器類等をかばん等にしまわず、身に付けていたり手に持っていること。
(b) 試験時間中にスマートフォンや携帯電話、時計等の音（着信・アラーム・振動音など）を長時間鳴らすなど、

試験の進行に多大な影響を与えること。
(c) 試験に関することについて、自身や他の受験者が有利になるような虚偽の申出をすること。
(d) 試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
(e) 試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。
(f) その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。

12．合格発表
合格発表日 10：00 に、合格者の受験番号を本学ホームページに掲載します。また、合格者には速達郵便で通知
します。

合否に関する電話等による問い合わせには一切応じません。

13．入学手続
合格者には合格通知とともに入学手続書類を送付します。下記の入学手続期間内に、入学手続時納付金を納入し、
入学手続に必要な書類を必ず簡易書留・速達で郵送してください。
（入学手続時納付金については、P.14「14.初年度納付金」を参照）
一旦納付された入学料は返還しません。

〔入学手続期間〕

日程 入学手続期間

前期日程 2025年 3月    4日（火）～ 3月 15日（土）

中期日程 2025年 3月 21日（金）～ 3月27日（木）

※入学手続書類は入学手続期間最終日 17:00必着

注意事項： 入学手続期間内に入学手続を完了しない者は、入学を辞退したものとして取り扱います｡
 入学手続を完了した者は、これを取り消して他の国公立大学へ入学手続を行うことはできません。
 なお、前期日程試験の入学手続完了後に、本学及び他の国公立大学の中期・後期日程試験を受験して

もその合格者とはなりません。
※公立大学協会ホームページ（https://www.kodaikyo.org/）参照

〔追加合格〕
入学手続状況により欠員が生じた場合、3月28日（金）から追加合格により欠員を補充します。この場合、合格
通知は出願時に登録された電話番号に電話連絡します。入学の意思については直接本人に確認しますので、確実に
連絡が取れるようにしておいてください。
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14．初年度納付金
【長岡市内在住者】

内　　訳 入学手続時納付金 後 期 分 備　考

入 学 料 141,000円 ̶ 入学時のみ

授 業 料 267,900円 267,900円

実 習 料 25,000円 25,000円

代
理
徴
収

学生会費 4,000円 ̶

保護者会費 10,000円 ̶

校友会費 10,000円 ̶

合　　計 457,900円 292,900円

【長岡市外在住者】

内　　訳 入学手続時納付金 後 期 分 備　考

入 学 料 282,000円 ̶ 入学時のみ

授 業 料 267,900円 267,900円

実 習 料 25,000円 25,000円

代
理
徴
収

学生会費 4,000円 ̶

保護者会費 10,000円 ̶

校友会費 10,000円 ̶

合　　計 598,900円 292,900円

※ 1「長岡市内在住者」とは、2025年 4月 1日現在において、本人又はその配偶者もしくは 1親等の親族が引き続き 1年以上長岡
市内に住所を有している者をいいます。

※ 2 入学手続時納付金は入学手続期間内に納入していただくものです。ただし、日本学生支援機構の給付型奨学金に申請中の方または
採用候補者の方は、入学手続期間内の納付を猶予される場合があります。

※ 3  後期分については 10月下旬頃口座振替により納付していただきます。
※ 4  ノートパソコンの所有が必須となります。推奨モデル及び特別販売などの詳細は合格者全員にお知らせします。
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15．個人成績の開示
志願者本人から申請があった場合、2025年度入学試験の個人成績を以下の要領で開示します。

1. 開示する内容
 次の①及び②を開示します。
① 一般選抜個別試験等の得点
② 大学入学共通テストの科目別得点のうち、本学が合否判定に利用した科目の換算後の総合得点

3. 申請期間
 2025年 5月 7日（水）～ 5月 30日（金） 　※期間内必着

4. 申請方法
大学窓口で直接申請する方法と郵送で申請する方法があります。どちらも開示結果は 1週間程度で簡易書留に
て郵送します。　
（1）窓口で直接申請（申請者は志願者本人に限ります）

必要書類等を用意し、開示期間の土・日・祝・大学休業日を除く 9:00～ 17:00までに本学の事務局
窓口で申請してください。

（2）郵送で申請
必要書類等を本学入試広報課宛に郵送してください。

【必要書類等】
① 個人別成績開示申請書（本要項の次ページを印刷し、必要事項を記入）
② 本学受験票
③ 現住所確認書類（住民票、保険証（両面のコピー）、運転免許証（コピー）、公共料金の領収書（コピー）の
　　　　　　　　いずれか）

④ 返送用封筒（長 3封筒に定形（50gまで）簡易書留郵便料金（460 円※）の切手を貼り、志願者本人の 
  　住所氏名を記入）

  ※他の入学試験と同時に開示を申請する場合も定形（50gまで）簡易書留郵便料金（460円※）
  　の切手を貼ること。
  ※なお、2025年 5月までに郵便料金が改定された場合は、改定後の金額分の切手を貼ってく 
 　 　ださい。

【個人別成績開示申請先】
長岡造形大学　入試広報課

  〒 940-2088新潟県長岡市千秋 4丁目 197番地　Tel. 0258-21-3331





本学受験番号

個人別成績開示申請書

長岡造形大学長 殿

2025年度長岡造形大学入学試験の成績について、開示を申請します

入試区分

現在の住所

一般選抜 ［前期日程］

 ［中期日程］

造形学部 学科受験学部・学科

出願時の住所
（現在と異なる
場合のみ）

申請日 2025年　5　月　　　　日

電話番号

電話番号

年 月 日

（〒　　　　―　　　　　）

（〒　　　　―　　　　　）

（［前期日程］［中期日程］
のうち該当するものに
○をつけてください）

生年月日
西暦

注意事項：
・太枠の中を記入してください。記入漏れがあった場合、成績を開示できません
・申請期間は 2025年 5月 7日（水）～ 5月 30日（金）です　※期間内必着

氏　　名

フリガナ





2025年度  長岡造形大学 一般選抜 19

16．試験会場案内
長岡造形大学
路線バス 
越後交通路線バス：JR長岡駅大手口2番バス乗り場から、江

こう

陽
よう

環状線または江陽団地行きに乗車、約15分、「長
岡造形大学前」下車、徒歩約1分。料金270円（片道：2024年6月現在）。
車の場合 
• 長岡北スマート IC
東京方面から：長岡北スマート IC出口を出て交差点を左折し、蔵王橋方面へ進む。次の信号を右折し、次の信

号を左折
新潟方面から：長岡北スマート IC出口から出てすぐの信号を直進し、次の信号を左折

• 長岡 IC
長岡 ICから国道8号線を長岡市内（北）へ向かい、車で約5分。蓮

はす

潟
がた

交差点を左折、次の信号を右折

※所要時間はあくまで目安です

JR
長
岡
駅

長岡 IC

長岡 JCT

長岡北スマートIC

信
濃
川

8

17

8

8

大
手
口

上
越
新
幹
線

  信
越
本
線

←
東
京

←
東
京

←
東
京

新
潟
→

新
潟
→

長岡大橋

大手大橋

長生橋

蔵王橋

←上越

関
越
自
動
車
道

北陸
自動
車道

長岡造形大学
原信宮関店

新潟県立
近代美術館

長岡赤十字
病院

イオン長岡店

T・ジョイ長岡

リバーサイド千秋

長岡リリックホール

蓮潟交差点

ハイブ長岡

ホテルリバーイン

長岡造形大学
学生駐車場

リリックホール

蓮潟交差点
セコム

セブンイレブン

ホテルリバーイン
ガソリンスタンド

新潟県立
近代美術館

バス停
長岡造形大学前

R8
長岡大橋→

JR
長
岡
駅

アオーレ長岡
（長岡市役所）

バス乗り場

タクシー
乗り場

地下道
出入口

大
手
口 東
口

道の駅
ながおか花火館

アオーレ長岡

米百俵プレイス
ミライエ長岡

●大学付近案内 ●長岡駅大手口バス乗り場



※以下の要項は P.4「2.出願資格」（9）の「高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある者」として入学資格
認定を必要とする者にのみ適用される要項です。

※高等学校卒業または卒業見込の者はこの書類は不要です。

長岡造形大学入学試験出願資格認定審査要項

出願資格認定審査の対象者
本学に入学する意思があり、18歳に達している者及び 2025年 3月 31日までに 18歳に達する者で次の条件の
いずれかを満たす者
（1） 中学校卒業後、専修学校や各種学校等の教育施設で 3年以上の学習をしている者
（2） 社会における実務経験や資格を有している者
（3） 日本の大学で科目等履修生として在籍中又は在籍していた者
（4） その他本人が高等学校卒業と同等以上の学力を有すると思う者

申請に必要な書類
申請者全員に必要な書類
①出願資格認定審査申請書（本学指定様式：本学に連絡し、取り寄せてください）
②最終学歴の卒業（修了）証明書
③ 2025年 3月 31日までに 18歳に達することを証明することができる書類（運転免許証、健康保険証、 パス
ポートのコピー等）

出願資格（1）に該当する者
　・当該教育施設の教育課程がわかる書類及び当該学校での学習歴を証明できる書類
出願資格（2）に該当する者
　 ・実務経験の期間及び内容を証明できる書類または取得した資格を証明できる書類
　 ・出願資格認定審査申請理由書
出願資格（3）に該当する者
　 ・科目等履修生の在学（在籍）証明書及び単位取得証明書
　 ・出願資格認定審査申請理由書
出願資格（4）に該当する者
　・出願資格認定審査申請理由書

また複数の出願資格に該当する者は、それぞれの申請書類を合わせて提出してください。

審査方法
審査基準に基づき、提出された書類の内容を審査します。

学校教育法施行規則第 150条第 7号により本学造形学部の入学試験へ出願しようとする者は、事前に本出願資格
認定審査を受け、出願資格を認定された場合に限り出願できるものとします。
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審査基準
出願資格（1）に該当する者
当該学校での学習内容の授業時間数、履修科目、単位数が高等学校学習指導要領に準じているか。
出願資格（2）に該当する者
社会における実務経験や取得した資格の内容が、本学学部の教育目的、教育課程に照らし相応しい内容であるか。
出願資格（3）に該当する者
日本の大学の科目等履修生としての学習内容が、高等学校の基礎科目の理解がなされている内容であるか。
出願資格（4）に該当する者
本人から提出された書類の内容が、高等学校を卒業した者と同等以上であると思われる内容であるか。

また複数の出願資格に該当する者は、それぞれの提出書類の内容を総合的に審査します。

申請書類の提出方法
申請書類を一括取り揃え、必ず簡易書留にて郵送してください。また、封筒の表に「出願資格認定審査申請書類在
中」と朱書してください。ただし、やむを得ない場合は本学入試広報課まで持参しても構いません。
（窓口受付時間：9:00から 17:00まで。土曜日・日曜日・祝日の受付は行いません）

申請書類の受付期間
2024年 8月 30日（金）まで

審査結果の通知
審査結果については、申請後概ね 1ヶ月以内に申請者宛に郵送により通知します。出願資格が認められた者には、
「長岡造形大学出願資格認定書」を送付します。「長岡造形大学出願資格認定書」の交付を受けた者は、本学造形学
部の入学試験に出願することができます。入学試験に出願の際は必ず、「長岡造形大学出願資格認定書」のコピー
を出願書類に添付してください。

その他
個別審査の時点において学習歴が修了見込である者が、認定を受け本学の入学試験に合格し本学に入学する場合に
は、改めて必要な書類の提出を求めます。

申請書類の請求、お問い合わせ先
巻末「入学試験に関する問い合わせ」を参照してください。
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一般選抜（前期日程） 模擬問題
平面構成   180分　　

模擬問題1　※この問題は2023年度一般選抜［前期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
　モチーフを活かして「音」をテーマに美しい色彩構成をしなさい。

〈モチーフ〉
　任意の四角錘

〈条件〉
1） 与えられたA3イラストボード横位置の中央に、縦210mm×横297mmの長方形を描き、その長方形内を画面とす

る。
2） 四角錘の底面は正方形とし、高さは自由とする。
3） 四角錘の色・柄の設定は自由とする。
4） 四角錘の数は自由とする。
5） 四角錘は画面からはみ出しても良いが、元の形が分かる範囲とする。
6） 画面内は余白を残さず彩色する。また、画面外は彩色せず、イラストボードの白地のまま残す。
7） 直線・円弧のみで表現する。
8） 図形の輪郭線と直線・円弧には幅を持たせない。
9） 構成する要素となる色面は、全て定規とコンパスを使って作れる形のみとし、自由曲線は認めない。
10） 四角錘以外のモチーフは使用してはならない。
11） 使用する色数は自由。画面内は混色目的以外での無彩色（白、黒、灰色）と蛍光色の単独の使用は不可とする。
12） 四角錘の表現は、平面的な表現や立体的・空間的な表現など表現方法は自由とする。
13） 指定された用具のみを使用する。
14） 描いた「音」の色彩構成にタイトルをつけて、回答用紙表面の画面外左下余白に鉛筆で記入すること。

●作品例

タイトル：
くるくる
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●作品例

●作品例

タイトル：
暮れの演奏会

タイトル：
なつかしくて
わくわくする音
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一般選抜（前期日程） 模擬問題
平面構成   180分　　

模擬問題2　※この問題は2024年度一般選抜［前期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
　「元気」をテーマにモチーフを活かして色彩構成をしなさい。また、その制作意図が分かるタイトルを付けなさい。

〈モチーフ〉
　任意の大きさの正四角柱　5本以内

〈条件〉
1） 与えられたA3イラストボード縦位置の中央に、縦297mm×横210mmの長方形を描き、その長方形内を画

面とする。
2） 正四角柱の大きさはそれぞれ任意とする。正四角柱以外は使用してはならない。
3） 正四角柱の表現は、平面的な表現や立体的・空間的表現など自由とする。
4） 正四角柱の輪郭線には幅を持たせない。
5） 正四角柱は画面からはみ出して切れても構わない。
6） 使用する色数は自由、画面内は混色目的以外での無彩色（白・黒・灰色）と蛍光色の単独の使用は不可とする。
7） 彩色は平塗りのみとし、ぼかし、かすれ、にじみ等の表現は不可とする。
8） 画面内は余白を残さず彩色する。また画面外は彩色せず、イラストボードの白地をそのまま残す。
9） 指定された用具のみを使用する。
10） タイトルは画面外左下に記入しなさい。

注：【正四角柱】　底面が正方形で４つの側面が合同な長方形となる角柱。

●作品例

タイトル：おもちゃばこ
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●作品例

●作品例

タイトル：みなぎるパワー

タイトル：太陽の朝
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一般選抜（前期日程） 模擬問題
鉛筆描写   180分

模擬問題1　※この問題は2023年度一般選抜［前期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
　以下の条件に従い、「手」と「アルミホイル」を鉛筆描写しなさい。

〈条件〉
1）  「手」と与えられた「アルミホイル」を構成し、次のことに注意して描写すること。

 • アルミホイルは箱から取り出し、モチーフとする。
 • 箱はモチーフとしない。
 • モチーフの扱いは、折る、破るなど形状を変更しても良い。

2） 解答用紙の取り扱いは次の指示に従うこと。
 • 解答用紙（B3画用ボード）は、縦、横のいずれの向きで使用しても構わない。
 • 解答用紙の白い面に描くこと。

●作品例
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●作品例
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鉛筆描写   180分

一般選抜（前期日程） 模擬問題

模擬問題2　※この問題は2024年度一般選抜［前期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
　以下の条件に従い、「手」と「プラスチックカップ」を鉛筆描写しなさい。

〈条件〉
1）  モチーフの扱いについては、次の指示に従うこと。

 • プラスチックカップは3つ配布する。
 • 描写するプラスチックカップの数は、1つでも2つでも3つでも良い。
 • 台やテーブルを想定して描写しても良い。

2） 解答用紙の取り扱いは次の指示に従うこと。
 • 解答用紙（B3画用ボード）は、縦、横のいずれの向きで使用しても構わない。
 • 解答用紙の白い面に描くこと。

●作品例
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●作品例
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一般選抜（前期日程） 模擬問題
提案書（文章と図・絵による）  90分　

模擬問題 1　※この問題は 2023年度一般選抜［前期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
“PRISONERS’ INVENTIONS”という本がある（Temporary Services他著，Whitewalls Inc，2005）。そこ
には刑務所に収監された囚人たちが、与えられた数少ない物資をうまく使って新しいものを生み出した事例が、たく
さん掲載されている。紐とクリップと新聞紙を組み合わせてハンガーをつくったり、濡らしたトイレットペーパーを
固めてサイコロにして遊んだり。あなた自身も、段ボール箱を机にしたり、傘を使ってゴルフをしたりした経験があ
るかもしれない。このように人は、既存の物の特徴をうまく活かして、思わぬ使い方を発明することがある。
さて、手元に配られているのは「チェーンポット」という農業用の製品である。板状に広げて土を入れ、一つ一つ
のポットで野菜などの苗を育て、最後は小分けにして畑に定植することができる（下写真）。

問1 “PRISONERS’ INVENTIONS”を参考にして、チェーンポットの独自の使用方法を考案し、解答用紙に指
定された枠内に、わかりやすく図解しなさい。提案のタイトルや、使用時のおおよその寸法を含めること。
提案の際の条件は、下記の通りである。

 • チェーンポットを加工したり、複数個用いたり、他のものと組み合わせたりしてもよい。
 • 形状と挙動がチェーンポットと同じであれば、大きさや素材、色などを変更したものを用いてもよい。
 • 特定の使用者や、使用環境を想定してもよい。

問2 問１で回答した使用方法について、200文字以内の文章で説明しなさい。チェーンポットの形状や挙動の特
徴がどのように活かされているか、および、提案する使用方法により生じるメリットを、説明に含めること。

解答のポイント
 • 配布された「チェーンポット」を変形したり加工したりしながら観察し、その物理的特性の面白さをしっかりと洞察
できているか。

 • それを元に、独自性の高い提案ができているか。特にこの問題では、モチーフが全受験生で同じなので、深い洞察や
多様なアイディア展開ができなければ、他の受験生と似たような提案となってしまう。

 • 提案した使用方法について、使用者、使用環境、寸法などを含めて、具体的にわかりやすく図解できているか。
 • チェーンポットの特徴からデザイン提案、そのメリットに至るまでの流れを、論理的に説明できているか。

閉じた状態

広げた状態 1 広げた状態 2
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模擬問題 2　※この問題は 2024年度一般選抜［前期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
新型コロナウイルス感染症の流行が始まってから、およそ4年の歳月が流れた。その間私たちの世界では、さまざ
まな出来事が起こった。そのいくつかを、おおよそ順を追いながら振り返ってみよう。

 • クルーズ船内で集団感染が発生し、乗客たちは船内で約2週間を過ごすことになった。
 • 人々は皆マスクを着けるようになり、消毒液やアクリルパネルも普及した。
 • 政府が緊急で各家庭にマスクを配布したが、質が低く、「アベノマスク」として揶揄された。
 • あらゆるイベントや旅行、飲食店営業などが自粛に追い込まれ、倒産する企業も続出した。
 •「Zoom」が急速に普及し、仕事や教育のオンライン化が進んだ。
 •「ソーシャルディスタンス」「3密」「まんぼう（まん延防止等重点措置）」などの用語が次々に生まれた。
 • 感染者に対する差別が問題になった。
 • 行動制限を維持するべきだという人々と、経済活動を回すべきだという人々の間に論争が起きた。
 •「ワクチン陰謀論」など、極端な思考を展開する人々もあらわれた。
 • 感染拡大の波を何度も繰り返しながら、やがてワクチンが普及し、ウイルス自体も弱毒化した。
 • 感染症法上の区分が「5類」に移行され、元の日常がだんだんと戻ってきた。

さて、そんなコロナ禍の出来事が人々の記憶から薄れつつある2030年の春、「ラフターウイルス感染症」と名付けら
れた新たな感染症の流行が始まった。最初の感染者が確認されてから1ヶ月後の段階で、以下のことがわかっている。

▼症状
 • 感染者はいわゆる「箸が転んでも笑う」状態となり、些細なことでも声を出して笑い出してしまう。
 • 一度笑い出すと、数分間から数十分間、笑いが治まらない。
 • 笑い以外には、発熱や身体痛、臓器の障害、感覚異常などの症状は出ない。ただし、笑いが続くことで頭痛や睡
眠不足、呼吸困難に陥る場合があり、2件の死亡例が報告されている。

 • 通常の笑いと同様に、脳内にエンドルフィンが分泌され、幸福感は増す。
 • 潜伏期間はなくすぐに発症し、1週間程度で完治するケースが多い。

▼感染増加状況など
 • 日本国内で約800件の感染が確認されており、増加傾向にある。
 • 発生源は日本だと考えられ、海外でも徐々に感染者が出てきている。
 • 感染経路は医学的には解明されていないが、感染者と一緒に笑うことで感染するというのが、定説となっている。
「Zoom」での打合せで一緒に笑っただけで感染したという報告も、数例ある。
 • 特効薬やワクチンの開発の目処は立っていない。

これを踏まえ、以下の問いに答えよ。
問1 「ラフターウイルス」の流行によって、その後数年間で起こるとあなたが予想する出来事を、解答欄に納まる

範囲で自由に挙げ、箇条書きにせよ。
 ただし、むやみに羅列するのではなく、必要に応じて分類や順序づけなどをして、わかりやすく示すこと。ま

たその上で、あなたが興味深いと考える出来事を3つ選び、波線をつけよ。

問2 問1で答えたような社会状況において、どのようなデザインが可能だろうか。自由に提案し、絵や図、文章を
使って、視覚的にわかりやすく表現せよ。

 なお、デザインの対象は物に限らず、システムやサービスなどでもよい。ただし、問1で波線をつけた事柄の
うち、1つ以上と関連する提案であること。また解答の中に、提案のタイトルを含むこと。

解答のポイント
 •「ラフターウイルス」によって引き起こされる出来事を、幅広い視野で、想像力豊かに挙げることができたか。またそ
れを、ただ羅列するだけではなく、論理的に整理できているか（分類する、評価する、時系列で並べるなど）。（問1）

 • デザインの提案が、絵や図、文章を用いて、わかりやすく魅力的に表現できているか。（問2）
 • 新型コロナウイルス感染症の流行時において見られたものと違う、新しいデザインができているか。そのためには、
新型コロナウイルスとラフターウイルスの症状や感染状況の違いに、特に着目すべきであろう（たとえば「通常の笑い
と同様に、脳内にエンドルフィンが分泌され、幸福感は増す」という点など。ウイルスをポジティブに活用することも
可能となる）。（問1，2）

 • 面白いと思わせる、独自の発想を示せているか。そのためには、提案の中身（問2）もさることながら、未来への想像
力をはたらかせ（問1の箇条書き部分）、さらにその中から魅力的なデザイン提案につながりそうな事柄を選びだす（問
1の波線部分）といった、デザインの前提条件の決め方も、重要になる。
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一般選抜（中期日程） 学科別試験（美術・工芸学科）模擬問題
デッサン  180分　
模擬問題1　※この問題は2023年度一般選抜［中期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
　以下の条件に従い、与えられたモチーフ『紙箱2個』『毛糸』『レモン』を自由に描きなさい。

〈条件〉
1） 解答用紙（描画用紙）は各自の用いる描画材により、木炭紙大画用紙または木炭紙どちらかを選択すること。木
炭紙を選択した場合は下敷き用木炭紙を使用しても良い。

2） 解答用紙は、縦、横のいずれの向きで使用しても構わない。
3） 紙箱の組み立て方は任意とする。
4） 毛糸のラベルは外すこと。ラベルはモチーフとしない。

●作品例

解答のポイント
紙箱、毛糸、レモンの 3つのモチーフを木炭紙大の画面でどのように捉えるか、構成力、描写力を問います。モチーフの描写の
みならず、それらを矩形の画面との関係でいかに成立させるか。大きな画面に対して 3時間という短い時間の中で、ものと空間
のありようを、柔軟で自由な発想を基に画面を構想して、的確な描写と合わせて画面を作ることができるかを問います。

評価のポイント
画面全体にモチーフをバランスよく配置しているが、 それぞれ均等に力を入れた描写によって視点がやや散漫に見える。
また、画面構成の意図が明確に表現されるとよい。モチーフをひとつひとつ観察し丁寧に描写しているところが評価できる。
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●作品例

評価のポイント
縦構図の中でやや画面上部に重心を置くような構成に意図が感じられる。 手前から奥へと毛糸を主軸に視線を誘導するよ
うな構成は面白い。 モチーフの形、色、素材感の表現はやや弱いが、具体的な描写を抑えることで、 やわらかい空気感を
表現しているところが評価できる。
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デッサン  180分　
模擬問題2　※この問題は2024年度一般選抜［中期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
　以下の条件に従い、①～③の与えられたものを自由に使ってモチーフとし、素描しなさい。
　　①ビニール袋、米　１袋　　②黒画用紙　1枚　　③木片　1個

〈条件〉
1） 解答用紙（描画用紙）は各自の用いる描画材により、木炭紙大画用紙または木炭紙どちらかを選択すること。木
炭紙を選択した場合は下敷き用木炭紙を使用しても良い。

2） 解答用紙は、縦、横のいずれの向きで使用しても構わない。
3） 用紙に短辺45cmの任意の矩形を画面として設定する。

 ・寸法の若干の誤差は構わない。
 ・矩形の作成は随時、近くにある机で用意された定規を使うこと。
 ・モチーフの設定は各自の机上で行うこと。

●作品例

解答のポイント
デッサンは創作の様々な要素の基本といえるでしょう。さらに加えるなら、物事をいかに捉え、それをどのように考えるかという
ことを探索する方法ともいえるでしょう。その前提において、まずは基本的な描写の要素（構図、明暗、濃淡の三要素をどのよう
に扱うか）は、相変わらず重要なポイントとなります。加えて、どのように対象を切り取るかは上述の事柄を支える大きな要素で
もありますが、対象の描写ばかりにとらわれていると見失いがちにもなります。もの（モチーフ）のみならず空間なども含め、い
かに描写するかを見ます。

評価のポイント
明快な明暗、濃淡を活かし、画面全体で対象の空間を自分なりの意図を持って表現しようとしているのが伺えます。個々のモチー
フの描写よりも全体感にウエイトを置き、画材の特性をうまく引き出している点も良い。構図については対象を切り取るフレーム
がより意識できると尚良いが、自分の考えを押し通したところはかえって好印象。

一般選抜（中期日程） 学科別試験（美術・工芸学科）模擬問題
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●作品例

評価のポイント
中期入試では、より実技の能力の高い学生を受け入れたいという本学科の考えがあります。今回は特にフレーム（画面の四辺）を
どう意識できるかを問うてみました。これは本学科のどの分野においても大切な、もの（モチーフ）のみならず、それがある空間
との関係を見ることができているかを問うものです。この作品も、モチーフの描写、構成とフレームをもう少し工夫できると良かっ
たでしょう。
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一般選抜（中期日程） 学科別試験（美術・工芸学科）模擬問題
立体造形（粘土） 180分　
模擬問題 1　※この問題は 2023年度一般選抜［中期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
　以下の条件に従い、『動き』をテーマとして自由に立体表現しなさい。

〈条件〉
1） 作品にはタイトルをつけ、タイトル票に記入すること。
2） 解答作品は解答用塑造板上からはみ出しても良いが、安定した状態を保てるようにすること。
3） 配布された道具のみを使用し、それらを加工しないこと。
4） 解答作品には異物を入れないこと。
5） 配布された粘土は全て使用しなくても良い。
6） 草案用紙はスケッチワーク以外には使用しないこと。

解答のポイント
 • 言葉のイメージを、どのように捉え解釈しているか。
 • 板上空間に的確な構成が成されているか。
 • アイデアが明確に表現されているか。

評価のポイント
 • イメージされた形態が、出題された「動き」という言葉
を抽象的造形物として表現されている。

 • 空間と形態の関係を意識した立体構成となっている。
 • 幾何学的な造形への発想・展開が面白い。

●作品例　（作品は実際の受験者の作品ではありません）　参考作品素材：水粘土 4kg

タイトル：回転軌道
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模擬問題 2　※この問題は 2024年度一般選抜［中期日程］で使用された問題を一部改編したものです。

〈問題〉
　以下の条件に従い、『繋がり』をテーマとして自由に立体表現しなさい。

〈条件〉
1） 作品にはタイトルをつけ、タイトル票に記入すること。
2） 解答作品は解答用塑造板上からはみ出しても良いが、安定した状態を保てるようにすること。
3） 配布された粘土ベラのみを使用し、そのヘラを加工しないこと。
4） 解答作品には異物を入れないこと。
5） 配布された粘土は全て使用しなくても良い。
6） 草案用紙はスケッチワーク以外には使用しないこと。

解答のポイント
 • テーマに対するイメージを、どのように捉え解釈してい
るか。

 • 空間における造形構成が的確か。
 • アイデアが明確に表現されているか。

評価のポイント
 • 出題された「繋がり」という言葉を、自身のイメージさ
れた形態及びタイトルとして表現されている。

 • 立体構成として、空間と形態の関係を意識しようとして
いる。

 • 造形として改善の余地はあるが、発想や展開において独
自性を感じる。

●作品例　作品素材：水粘土 4kg

タイトル：永遠の愛の鼓動、命の繋がり
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入学試験に関する問い合わせ
長岡造形大学　入試広報課

［受付時間］ 月～金　9:00～ 17:00（土・日・祝を除く）
［大学休業期間］ 2024年 8月 10日（土）～ 2024年 8月 18日（日）
 2024年 12月 28日（土）～ 2025年 1月 5日（日）

〒 940-2088 新潟県長岡市千秋 4丁目 197番地
Tel. 0258-21-3331　Fax. 0258-21-3956
E-mail  nyushi@nagaoka-id.ac.jp
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